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つ
い
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。（
４
月
下

旬
頃
を
予
定
） 

４
．
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
議
決
権

の
代
理
行
使
の
方
法 

電
話
に
よ
る
議
決
権
代
理
行
使
の
可
否

に
つ
い
て
の
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
事
務
局
か
ら
電
話
を
活
用

し
確
認
し
ま
す
。
も
し
く
は
少
人
数
宛
と

な
り
ま
す
が
、
従
来
通
り
別
途
送
付
し
ま

す
ハ
ガ
キ
の
「
議
決
権
の
代
理
行
使
書

（
委
任
状
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。 

５
．
事
務
局
の
考
え
方 

 

昨
今
の
郵
送
料
金
、
宅
配
等
の
値
上
げ

に
対
し
ま
し
て
は
そ
の
節
減
対
策
に
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
件
に

関
し
ま
し
て
は
極
力
メ
ー
ル
又
は
電
話

に
よ
る
確
認
を
主
用
と
し
対
応
し
、
目
標

の
３
９
名
の
議
決
権
代
理
行
使
の
承
諾

を
得
次
第
は
が
き
の
郵
送
は
終
了
し
ま

す
。 

 

⑴
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い

る
会
員
へ
は
、
４
月
下
旬
頃
送
付
し
ま

す
メ
ー
ル
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
返
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

⑵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い

な
い
会
員
へ
は
、
事
務
局
か
ら
電
話
で

代
理
行
使
の
可
否
を
確
認
い
た
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

⑶
最
後
の
方
法
と
し
て
一
部
の
会
員
へ

送
付
し
ま
す
ハ
ガ
キ
の
「
議
決
権
の
代

理
行
使
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
ご
返
信
、
ご
返
送
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

⑷
現
在
正
会
員
の
方
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
会
員
は
、
ま 
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だ
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
事
務
局
長
へ
登
録
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
ア
ド
レ
ス
の
変

更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ

い
。
踏
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

以
上
議
決
権
の
代
理
行
使
の
た
め
の
委

任
状
の
提
出
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ

い
て
事
前
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 [

お
問
合
わ
せ
先] 

湘
南
支
部
事
務
局
長 

小
見
山

こ

み

や

ま 

雅
た
だ
し 

Ｅ
メ
ー
ル
： 

komiyama@ktd.biglobe.ne.jp 

電 

話 

：090-2157-5297
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
令
和
７
年
度
湘
南
支
部
総
会
に
お
け

る
、
防
衛
講
演
会
の
ご
案
内
」 

１ 

日
時
：
令
和
７
年
５
月
２
４
日(

土) 

１
４
：
１
５
～
１
５
：
３
０ 

２ 

場
所
：
藤
沢
市
商
工
会
館
「
ミ
ナ
パ 

ー
ク
」(

５
階
５
０
２
会
議
室) 

３ 

講
師
：
公
益
財
団
法
人 

笹
川
平
和
財

団 

安
全
保
障
研
究
グ
ル
ー
プ

長
兼
主
任
研
究
員 

河
上 

康

博(

か
わ
か
み 

や
す
ひ
ろ)

氏 

※
防
大
第
３
２
期 

卒
、
放
送
大
学
大
学

院
（
社
会
経
営
科
学
）
修
了
、
学
術
修

士
。
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
水
陸
両
用

戦
）、
防
衛
省
内
部
部
局
・
海
幕
（
防

衛
、
運
用
（
訓
練
）
班
長
等
）
勤
務
、

２
０
１
１
・
２
０
１
２
年 

国
際
掃
海

訓
練
（
ペ
ル
シ
ャ
湾
）
派
遣
部
隊
指
揮

官
、
２
０
１
６
年 

掃
海
隊
群
司
令
部

幕
僚
長
、
２
０
１
８
年 

防
大
国
防
論

教
育
室
長
兼
教
授
、
２
０
２
０
年
退
職

（
海
将
補
）。 

２
０
２
１
年
１
０
月
か
ら
現
職
。 

日
米
台
安
全
保
障
研
究
事
業
、
安
全
保

障
戦
略
の
あ
り
方
研
究
事
業
等
を
中

核
と
し
て
推
進
。 

４ 

演
題
：『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
的

脅
威
と
そ
の
対
策 

―
無
人

機
に
よ
る
脅
威
を
中
心
に

―
』 

５ 

意
見
交
換
会 

 

４
月
中
旬
に
は
支
部
総
会
等
ご
案
内

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い
る

会
員
へ
は
メ
ー
ル
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い
な

い
会
員
へ
は
、
郵
送
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
編
集
室
か
ら
一
言 

ミ
ス
タ
ー
Ｘ
」 

隊
友
会
湘
南
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
歴
史

は
古
い
。
年
１
２
回
発
行
（
毎
月
発
行
）

で
あ
り
、
間
も
な
く
令
和
７
年
６
月
号
は

２
６
０
号
を
迎
え
る
。
そ
の
間
の
現
清
﨑

支
部
長
（
支
部
ニ
ュ
ー
ス
発
行
責
任
者
）

と
深
澤
編
集
長
と
の
編
集
作
業
の
苦
労

話
等
を
編
集
作
業
室
留
守
番
役
の
不
詳

ミ
ス
タ
ー
Ｘ
が
特
別
に
こ
っ
そ
り
お
伝

え
す
る
。 

 

支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
大
き
さ
は
ご
存
知

の
通
り
Ａ
４
版
紙
の
表
裏
を
使
用
し
毎

月
各
種
の
記
事
、
連
絡
等
の
掲
載
で
紙
面

が
足
り
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
生
じ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。 

清
﨑
支
部
長
は
支
部
長
と
し
て
１
４

年
目
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
私
が

見
た
と
こ
ろ
、
就
任
し
て
１
０
年
間
ぐ
ら 

 

 

「
隊
友
会
本
部
総
会
時
の
県
会
長
に
よ

る
議
決
権
の
代
理
行
使
の
た
め
の
委
任

状
の
提
出
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い

て
」（
事
前
連
絡
） 

毎
年
、
４
月
号
隊
友
紙
に
掲
載
さ
れ
ま

す
通
り
、
令
和
７
年
度
は
６
月
２
４
日
に

「
隊
友
会
令
和
７
年
度
定
時
総
会
」
が
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
総
会
に
神
奈

川
県
隊
友
会
代
表
と
し
て
会
長
が
出
席

し
、
県
代
表
の
議
決
権
を
行
使
し
ま
す
。 

１
．
委
任
状 

議
決
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
正
会

員
各
位
か
ら
委
任
状
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
隊
友
会
の
規
約

に
よ
り
正
会
員
数
の
１
／
２
以
上
か
ら

の
委
任
状
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
隊
友
紙
を
購
読
し
て
い
な
い
正
会
員

は
、
隊
友
会
本
部
の
議
案
が
掲
載
さ
れ
る

５
月
号
隊
友
紙
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
委
任
状
の
対
象
と
し
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
正
会
員

の
隊
友
紙
購
読
者
７
７
名
の
過
半
数
３

９
名
の
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
正

会
員
各
位
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

２
．
隊
友
会
総
会
議
案 

総
会
議
案
の
内
容
は
、
５
月
号
の
隊
友

紙
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

３
．
電
磁
的
方
法
（
メ
ー
ル
）
に
よ
る
議

決
権
の
代
理
行
使
の
方
法 

 

前
回
か
ら
電
磁
的
方
法
（
メ
ー
ル
）
に

よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
の
方
法
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
湘
南
支

部
と
し
ま
し
て
は
既
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
さ
れ
て
い
る
正
会
員
に
は
メ

ー
ル
で
議
決
権
の
代
理
行
使
の
方
法
に 
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・
古
文
書
（
歴
史
資
料
）
書
状
、
寄
進
状
写

し
な
ど
１
１
点
。 

（
昭
和
４
９
年
６
月
５
日
指
定
） 

        

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
四
月
十
四
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

牧
石
健
志
、
井
岡
成
吉
、
栗
田
恵
子
、
小

池
淑
子
、
野
村
昌
平
、
堀
岡
忠
重
、 

正
会
員 

石
川
潤
一
、
岡
崎
光
博
、
高
鹿
治
雄
、
平

形
武
夫
、
渡
辺
一
正
、
荻
原
洋
聡
、
加
藤 

健
治
、 

終
身
（
寄
付
者
） 

山
岸
征
洋
、 

い
は
概
ね
余
裕
を
も
っ
て
編
集
長
へ
毎
号
の
掲

載
記
事
を
提
供
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
支
部
長
の
み
の
記
事
で
は
面
白
く
な
い
と
気

づ
い
た
の
か
特
別
会
員
は
じ
め
、
各
支
部
行
事

の
担
当
理
事
役
に
依
頼
し
、
各
種
の
幅
広
い
内

容
の
記
事
を
掲
載
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
来
て

い
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
事
と
感
じ
て

い
る
。 

 

さ
て
支
部
長
と
編
集
長
と
の
編
集
作
業
に
関

す
る
涙
ぐ
ま
し
い
話
を
一
つ
。 

最
近
支
部
長
の
投
稿
記
事
の
完
成
が
と
か
く

遅
れ
る
傾
向
が
強
い
。
発
行
責
任
者
で
あ
り
な

が
ら
で
あ
る
。
こ
の
２
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
支

部
長
か
ら
の
原
稿
遅
れ
が
原
因
で
編
集
作
業
が

遅
れ
る
こ
と
は
筆
者
が
見
て
も
明
ら
か
。
編
集

作
業
終
了
後
は
原
稿
の
印
刷
工
程
が
控
え
て
お

り
印
刷
終
了
後
の
翌
日
が
会
員
へ
の
配
布
の
た

め
の
宅
配
へ
の
引
き
渡
し
と
な
る
。
そ
の
印
刷

の
期
限
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
編
集
作
業
は
深

夜
に
及
び
メ
ー
ル
お
よ
び
電
話
に
よ
る
編
集
作

業
は
、
午
前
３
時
に
完
了
と
言
う
事
も
珍
し
く

な
い
状
況
で
、
概
ね
午
前
１
時
～
２
時
く
ら
い

が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。
大
変
な
の
は
編
集
長

で
あ
る
。
彼
は
電
気
関
係
の
現
場
監
督
的
な
仕

事
が
あ
り
、
帰
宅
は
午
後
９
時
過
ぎ
が
普
通
で

あ
る
。
編
集
作
業
が
完
了
し
出
勤
が
朝
６
時
ぐ

ら
い
と
の
こ
と
で
、
睡
眠
時
間
は
３
時
間
も
な

い
。 支

部
長
と
の
編
集
作
業
が
難
産
の
上
完
了
し

た
時
の
爽
快
感
は
、
何
と
も
言
え
な
い
満
足
感

に
浸
る
ら
し
い
。
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
ふ
と
見

る
と
時
計
は
午
前
３
時
、
編
集
長
は
６
時
ご
ろ

の
出
勤
、
支
部
長
は
安
心
の
一
言
で
爆
睡
へ
と

大
き
く
行
動
が
異
な
る
の
も
支
部
長
に
そ
の
原

因
が
あ
る
こ
と
は
明
白
と
推
測
し
て
い
る
。 

私
が
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
支
部
長
は
今
や
８

２
歳
と
な
り
、
特
に
数
年
前
か
ら
投
稿
記
事
作 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・05/17（土） 

 第２回支部理事役会 

・05/21（水） 

 ５月号隊友紙発送 

・05/24（土） 

 支部総会・防衛講演会 

・06/07（土） 

 第２回支部理事役会 

・06/18（水） 

 ６月号隊友紙発送 

成
に
悪
戦
苦
闘
が
感
じ
ら
れ
る
。
年
齢
的
に
あ

る
程
度
止
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
神
様
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
最
近
朗

報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
支
部
長
は
近
々
こ
の

悪
戦
苦
闘
の
毎
月
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
の
話
で

あ
る
。
長
年
（
１
４
年
間
）
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス

作
成
の
相
棒
で
あ
る
編
集
長
の
緊
張
が
解
け
体

調
を
崩
す
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
他
人
ご
と

で
は
な
い
。 

湘
南
支
部
ニ
ュ
ー
ス
は
、
初
代
編
集
長
日
高 

昭
会
員
を
引
き
継
い
だ
現
深
澤
編
集
長
お
二
人

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
で
あ
り
今
年
６
月
号

で
２
６
０
号
に
な
ら
ん
と
し
て
い
る
。 

深
澤
編
集
長
の
明
る
く
、
そ
し
て
広
い
知
識

と
深
夜
、
早
朝
に
も
拘
わ
ら
ず
労
苦
を
厭
わ
ぬ

落
ち
着
き
の
あ
る
編
集
対
応
（
ド
ク
タ
ー
Ｘ
並

み
）
に
こ
れ
ま
で
現
支
部
長
は
ど
れ
ほ
ど
救
わ

れ
た
か
知
れ
な
い
。
感
謝
の
念
で
一
杯
で
あ
ろ

う
。
ま
た
新
支
部
長
に
こ
の
編
集
作
業
を
引
き

継
い
で
も
ら
え
る
事
に
謝
意
が
準
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
当
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
支
部

ニ
ュ
ー
ス
４
月
号
の
編
集
作
業
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
覗
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

兎
に
も
角
に
も
１
４
年
間
支
部
ニ
ュ
ー
ス
発

行
責
任
者
と
し
て
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

(

湘
南
支
部
ニ
ュ
ー
ス
編
集
室 ミ

ス
タ
ー
Ｘ 

記) 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

相
模
國
二
之
宮 

川
勾
神
社 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
山
西
に
鎮
座
す
る
神

社
。
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
の
『
延
喜
式
神

名
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
相
模
国
の
延
喜
式

内
社
十
三
社
の
内
の
一
社
（
小
社
）
と
さ
れ
る
。

旧
社
格
は
県
社
。 

創
建
は
、
第
１
１
代
垂
仁
天
皇
の
時
代
（
約

２
０
０
０
年
前
）
、
磯
長
国
造
・
阿
屋
葉
造
と
い 

う
人
が
国
の
勅
命
に
よ
り
、
磯
長
国
鎮
護
の

為
創
祀
。 

日
本
武
尊
が
東
征
途
中
奉
幣
祈
願
を
さ

れ
、
第
１
９
代
允
恭
天
皇
皇
妃(

き
さ
き)

の
衣

通
姫
命
安
産
祈
願
を
始
め
、
建
久
３
年
源
頼

朝
安
産
祈
願
の
為
神
馬
を
奉
納
し
、
小
田
原

北
条
氏
よ
り
鬼
門
守
護
社
と
し
て
崇
敬
深

く
、
徳
川
家
康
公
九
州
名
護
屋
出
陣
の
際
祈

祷
札
を
献
上
、
殊
の
他
喜
ば
れ
御
朱
印
地
五

十
石
を
与
え
ら
れ
た
。 

毎
年
５
月
５
日
に
大
磯
町
国
府
本
郷
の
神

揃
山
（
か
み
そ
ろ
い
や
ま
）
で
行
わ
れ
る
旧

相
模
国
の
伝
統
的
な
祭
事
、
国
府
祭
（
こ
う

の
ま
ち
）
に
参
加
す
る
相
模
五
社
の
一
つ
で

同
国
二
宮
に
当
た
る
。
祭
の
中
心
的
な
儀
式

「
座
問
答
」
は
相
武
（
さ
が
む
）
と
磯
長
（
し

な
が
、「
師
長
」
と
も
表
記
す
る
）
を
あ
わ
せ

て
相
模
国
と
な
っ
た
と
き
に
、
寒
川
神
社
と

当
社
の
い
ず
れ
を
相
模
国
一
宮
と
す
る
か
で

争
っ
た
故
事
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
所
在

地
名
の
「
二
宮
町
」
は
当
社
に
ち
な
み
、
古

く
よ
り
「
二
宮
大
明
神
」「
二
宮
明
神
社
」
と

も
称
さ
れ
る
。 

御
祭
神 

・
大
名
貴
命
（
お
お
な
む
じ
の
み
こ
と
） 

・
大
物
忌
命
（
お
お
も
の
い
み
の
み
こ
と
） 

・
級
津
彦
命
（
し
な
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
） 

・
級
津
姫
命
（
し
な
つ
ひ
め
の
み
こ
と
） 

・
衣
通
姫
命
（
そ
と
ほ
り
ひ
め
の
み
こ
と
） 

二
宮
町
指
定
文
化
財 

（
重
要
有
形
文
化
財
） 

・
木
造
随
身
倚
像
２
体
（
彫
刻
） 

（
平
成
１
９
年
３
月
指
定
） 

・
田
船
（
考
古
資
料
）
奈
良
時
代
と
推
定
。

１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
に
旧
神
領
の

水
田
か
ら
出
土
。 

（
昭
和
４
９
年
６
月
５
日
指
定
） 

 


